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　IS 成立の契機は、中期的には 1991 年の湾岸戦争とそれをめぐる湾岸諸国の安全保障体制の変化、
それに伴う国内的変動がアルカーイダに代表される新たなイスラーム主義者を中心にした反体制勢力
の拡大を招いたことであった。直接的には 2003 年のイラク戦争によるサッダーム・フセイン体制




ことがある 6)。IS の直接的なルーツとしては、アブー・ムサブ・ザルカーウィー 7) が 2002 年から

















































































































































































































































































































　また、アブドッラー国王の死去を受けて 2015 年 1 月にはサルマーン国王が即位したが、10 月には
シーア派の部族ホーシー派の内乱により混乱状態のイエメンに対してサウジアラビアが率いるアラブ
諸国連合軍の戦闘機が攻撃を加えた。イエメン政府からの要請という形ではあったが、シーア派の反
















ラー 2 世国王は IS との戦いでより積極的な姿勢を示している。ヨルダンには 2015 年ミラージュの派






IS への対応策を協議するよう要請していた。そのエジプト軍は 2 月 21 日、21 人のエジプト人殺害を
めぐりリビア正規軍と共同でリビア国内のイスラーム過激派への報復的爆撃を行った。これは、ヨル
ダンの IS に対する行動が前例としてこのような行動を促したという見方もある。










































































註 1 ） 日本語では当初「イスラーム国」との名称が用いられていたが政府は ISIL の略称を使用するようになって




 2 ） ヤジード教（ヤジーディー）は一神教であり、ゾロアスター教とメソポタミアの伝統儀式が入り混じるほか、
キリスト教、ユダヤ教、スーフィー、イスラームなどの影響を受けており、主にイラク北部に居住するクルド
人でこれを信奉する者が多い。
 3 ） イスラームにおいて初期イスラーム史において「移住」は宗教的に重要な意味を持つが、これは 2.（3）で触
れる。







  Barry Buzan, Ole Wæver, and Jaap de Wilde, Security: A New Framework for Analysis (Boulder: Lynne Rienner 
Publishers, 1998), p. 25.
 5 ） 連合国暫定当局 Coalition Provisional Authority（CPA）は、戦争直後の米国防総省管轄下の復興人道支援室
ORHA を引き継いで、アメリカ軍を中心としてイラクの政府体制を再建することを目的とし、元バアス党員
全員の公職追放を実施した。
 6 ） 宗教・宗派的に多元的な中東の社会では、諸集団間の日常的な対立が回避されてきたが、構造的な政治変動
や大きな政治・社会的事件を契機に一旦、対立点が宗派と結び付けられて認識されるとそれがシンボル化され
宗派対立に転化すると、本来対立点がずれているだけに、解決がより困難になる。
 7 ） ヨルダン生まれ。本名はアフマド・ファディール・アン・ナザール・アル・ハラーイラと言われている。ヨ
ルダンの有力部族バニーハサン族に属する貧困な家庭に生まれ、1980 年代に犯罪を起こして服役を経験し、
そこでイスラーム主義に触れ、アフガニスタンに渡った。
 8 ） イラクの内政の現状については、山尾に詳しい。山尾大「イラク ― 民主化の蹉跌と宗派対立という亡
霊 ―」（青山弘之『「アラブの心臓」に何が起きているのか』岩波書店 2014）
 9 ） シリアにおいても、スンニー派の多い地域（ラッカ、アレッポ、ラタキア、ダマスクス、ホムス、ハマー近
郊）に勢力を伸ばした。N. Ibrahim, H. Annajar, Daish: al-Sikkin allati tadhbah al-islam, al-qahirah, 2015
10 ） ヌスラ戦線 Jabhat al-Nusrah li-Ahal Sham は、シリアおよびレバノンにおけるサラフィー・ジハード主義のス
ンニー派武装組織であり、アルカーイダの強い影響下にあって、シリア内戦ではアサド政権に対抗する立場を
とる。欧米諸国はテログループと位置付けている。



















異教徒の極端な排除・迫害が IS の特殊性であり、イスラーム諸国により運営されている OIC（イスラーム諸
国会議機構）が IS の行動をテロリストのものと断罪する根拠となっている。
17 ） C. M. Blanchard and C. E. Humud, Congressional Research Service: The “Islamic State” and U.S. Policy, Nov. 18, 




























26 ） 例えば、2014 年シリア戦線において IS の指導者ムハンマド・サムーフ・アルラシードは、声明の中で
「（他のムスリム集団に対し）タクフィールを乱用すべきではない」とし、それは「相手と戦うために相手をタ
クフィールすると、われわれが嫌悪しているハーリジー派と同じになってしまうからである」と警告した。C. 




を呼ぶこともある。ロサンゼルス・タイムズ（2002 年 6 月 2 日）によると、2001 年 10 月 7 日から 2002 年 2
月 28 日の間に、1,067～1,201 人のアフガニスタンの民間人が空爆により死亡したという米・英・パキスタン















The Rise of IS and the Issue of ‘Islam Politics’　
 Yoshiyuki KITAZAWA
Abstract
While the ‘Arab Spring’ influenced much on the international relations in the Middle East, the rise of Islamic State 
(IS) is affecting the situations of international society diversely. No one in international society, nor in Islamic 
World, would stand up for this syndicate except for its followers. This is because IS fails to have general tolerance 
and flexibility of Islam and is dominated by dogmatism and compulsion at all times. However, it would be too 
optimistic to expect a final solution through annihilation of this entity militarily, which is a difficult task in itself. 
We are required to make effort to find structural causes which would cause to appear terrorist and their sympa-
thizers. It is necessary for us not to fall in a trap of essentialism that tends to attribute everything to Islam and 
culture and so on, which of course are important elements to the issue of extremism when we try to study the 
background of Jihadists. And we should study this issue under the broader understanding of globalization, 
through which I imagine global extension of capitalism, which contained a process of global stratification that led 
to poverty, inequality and terrorism etc. It is expected that we should try to make research works not only through 
the perspectives of developed world but also through that of local and international organizations such as LAS and 
OIC.
